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2018 年 7 月 23 日 

日付チェック機能の説明および新元号対応について 

１．Celavi-iWiz における日付チェック機能の概要 

Celavi-iWiz の日付チェックは、プログラム作成時に日付チェック属性の指定をするだけで、フィールドの桁数

（4 桁～8 桁）に従って年月日の範囲チェックを行う機能です。 

桁数とチェック方法、有効範囲は以下の様になります。 

フィールド 

の桁数 
チェック方法 有効範囲 

４ 月（2 桁）日（2 桁） 

月：01～12 

日：01～31（1,3,5,7.8,10,12 月） 

01～30（4,6,9,11 月） 

01～28（2 月※1） 

５ 元号（1 桁）年（2 桁）月（2 桁） 

元号：M（明治）、T（大正）、S（昭和）、H（平成）※2 

年：01～45（明治） 

01～15（大正） 

01～64（昭和） 

01～99（平成） 

月：01～12 

６ 年（2 桁）月（2 桁）日（2 桁） 

年：00～99 

月：01～12 

日：01～31（1,3,5,7.8,10,12 月） 

01～30（4,6,9,11 月） 

01～28（2 月※1） 

７ 元号（1 桁）年（2 桁）月（2 桁）日（2 桁） 

元号：M（明治）、T（大正）、S（昭和）、H（平成）※2 

年：01～45（明治） 

01～15（大正） 

01～64（昭和） 

01～99（平成） 

月：01～12 

日：01～31（1,3,5,7.8,10,12 月） 

01～30（4,6,9,11 月） 

01～28 または 29（2 月※3） 

８ 西暦年（4 桁）月（2 桁）日（2 桁） 

年：0100～9999 

月：01～12 

日：01～31（1,3,5,7.8,10,12 月） 

01～30（4,6,9,11 月） 

01～28 または 29（2 月※3） 

（※1）4 桁と 6 桁の 2 月の範囲は、ジョブ情報画面の「日付」タブ設定で 29 日までになります。 

（※2）5 桁と 7 桁の元号の入力記号は、ジョブ情報画面の「日付」タブで設定します。 

（※3）7 桁と 8 桁の 2 月の範囲は、うるう年は自動的に 29 日までになります。 

 

☆元号付き年月日（和暦）の有効範囲の詳細は以下の通りです。 

 ・明治：01 年 09 月 08 日 から 45 年 07 月 29 日 まで。 

 ・大正：01 年 07 月 30 日 から 15 年 12 月 24 日 まで。 

 ・昭和：01 年 12 月 25 日 から 64 年 01 月 07 日 まで。 

 ・平成：01 年 01 月 08 日 から 99 年 12 月 31 日 まで。 
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２．日付チェックの設定方法 

 Celavi-iWiz の日付チェックがどのように設定されているか、設定方法をご説明します。 

 

２－１．ジョブ情報画面の設定 

 

１） インデックス画面を表示し、エントリーカタログを読み込みます。 

２） 環境作成キーを押すか、メニューバーの「編集(E)」→「環境作成(P)」を選択して環境作成を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３） 環境作成画面で、Ｆ２（ジョブ情報）キーを押して、ジョブ情報画面を開きます。 
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 ３）ジョブ情報画面で、「日付」タブを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４） データ仕様に合わせて元号の入力記号を変更出来ます。 

例）M・T・S・T を 1・2・3・4 に変更 

 

 ５） Ｆ９（終了）キーを押して、環境作成画面に戻ります。 
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２－２．入力フォーマットの設定 

 

 ２－２－１．パラメータタイプの場合 

 １）環境作成を開き、Ｆ３（入力フォーマット）キーを押して、入力フォーマット画面を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２）日付チェックしたいプログラム番号を参照し、該当のフィールドに、フィールド制御［ｈ］を指定します。 

   例では、７桁の生年月日フィールドに日付チェックを指定してあります。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 ３）プログラム登録、カタログの保存を行い完了です。 
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 ２－２－２．レイアウトタイプの場合 

 

 １）環境作成を開き、Ｆ３（入力フォーマット）キーを押して、入力フォーマット画面を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２）チェックしたいプログラム番号を参照し、該当のフィールドの属性画面を開き、［チェック］タブの 

   「日付チェック」をチェックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）プログラム登録、カタログの保存を行い完了です。  
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３．新元号対応について 

 2019 年 5 月から施行される新元号の対応として、上記で説明した日付チェック機能に新元号を追加すると共

に、平成の有効範囲を、平成 31 年 4 月 30 日までとします。 

 

３－１．ジョブ情報画面の変更 

 

 ジョブ情報画面の［日付］タブに、新元号の記号欄を追加します。 
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３－２．平成の有効範囲の変更 

 

5 桁と 7 桁の有効範囲は以下の様になります。（新元号が未定なので記号を？で表しています） 

 

フィールド 

の桁数 
チェック方法 有効範囲 

５ 元号（1 桁）年（2 桁）月（2 桁） 

元号：M（明治）、T（大正）、S（昭和）、H（平成）、？（新元号） 

年：01～45（明治） 

01～15（大正） 

01～64（昭和） 

01～31（平成） 

01～99（新元号） 

月：01～12 

７ 元号（1 桁）年（2 桁）月（2 桁）日（2 桁） 

元号：M（明治）、T（大正）、S（昭和）、H（平成）、？（新元号） 

年：01～45（明治） 

01～15（大正） 

01～64（昭和） 

01～31（平成） 

01～99（新元号） 

月：01～12 

日：01～31（1,3,5,7.8,10,12 月） 

01～30（4,6,9,11 月） 

01～28 または 29（2 月） 

 

☆元号付き年月日（和暦）の有効範囲の詳細は以下の通りです。 

 ・明治：01 年 09 月 08 日 から 45 年 07 月 29 日 まで。 

 ・大正：01 年 07 月 30 日 から 15 年 12 月 24 日 まで。 

 ・昭和：01 年 12 月 25 日 から 64 年 01 月 07 日 まで。 

 ・平成：01 年 01 月 08 日 から 31 年 04 月 30 日 まで。 

 ・新元号：01 年 05 月 01 日 から 99 年 12 月 31 日 まで。 
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４．日付チェック機能使用状況の確認方法 

 日付チェック機能を使用しているかは、エントリーカタログを 1 つずつ開いて確認するしか方法がありません。 

 

４－１．パラメータタイプの場合 

 

インデックス画面ででエントリーカタログを読込み後、入力フォーマットを開き、プログラムを参照して、 

フィールド制御［ｈ］を使用しているフィールドがあるかを確認します。 
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４－２．レイアウトタイプの場合 

 

パラメータタイプ同様、１つずつプログラムを参照して属性を開いて確認するか、入力フォーマットを 

ファイル出力して、Excel で確認する方法があります。ファイル出力の方法を以下に記載します。 

 

４－２－１．入力フォーマットのファイル出力方法 

 

１） エントリーカタログを読込み後、入力フォーマットを開きます。 

２） メニューバーの「ファイル(F)」→「ファイル出力(O)」→「CSV(C)」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 ３）任意の保存場所を指定して、ファイル名を指定し保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４）「プログラムを出力しました」と表示したら OK します。 

 

 

 

 

 

 

 

 ５）入力フォーマット画面を終了します。 
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４－２－２．Excel での確認方法 

 

１） 上記でファイル出力した入力フォーマットのファイルを Excel で開きます。（拡張子が CSV なので、通常ダ

ブルクリックすると Excel で開きます。） 

 

 ２）入力フォーマットの内容が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） ＡＥ列（３１列目）に“１”が出力されていれば、日付チェックを使用しています。 
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５．日付チェック機能以外で、和暦を扱っているプログラムについて 

 

 Celavi-iWiz 標準の日付チェック機能以外の方法で、入力時のチェックや、データ出力時の変換などで和暦を

扱っているプログラムについては、お客様ご自身で修正をお願いいたします。 

 和暦を使用しているプログラム数の洗い出しなど、早めのご準備をお願いいたします。 

 

 

 以下に、いくつかのプログラム例を記載します。 

 

５－１．例１ テーブルチェックによる元号チェック 

 

 １）１桁のフィールドで元号のチェックをしている場合 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 ２）パラメータタイプの入力フォーマットでは、フィールド制御［Ｔｎ］を指定し、テーブルチェックを作成しています。 

   （ｎ・・・テーブル№） 

   入力フォーマット画面で、F10（機能切替）→F2（テーブル定義）を開き、チェックテーブル名の作成を押し、 

該当のテーブル№に有効にするチェックデータを追加します。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  有効データを追加 
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５－２．例２ 文字列チェックによる元号チェック 

 

 １）１桁のフィールドで元号のチェックをしている場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２）レイアウトタイプの入力フォーマットでは、フィールド属性の［文字列チェック］タブを開き、入力許可欄に、 

有効にする記号を追加します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

入力許可文字

を追加 
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５－３．例３ リフォーマット言語による年月日のチェック 

 

 １）フィールド属性の［言語］タブで、リフォーマット名とインストラクション番号を確認します。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 ２）リフォーマットを開き、元号による処理があれば、処理を追加します。 
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５－４．例４ メディアコンバート（出力）時のデータ置換 

 

 メディアコンバート（データ出力時）に和暦を扱う場合もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

データ出力時に和暦を西暦

に変換 


